
2021年度夏季

タンデム型学習によるUPM（マレーシアプトラ大学）
との社会課題解決型共修プログラム

=信州大学の協定校であるUPM（マレーシアプトラ大学）の学生とともに
社会課題“コロナ禍後の観光プランの立ち上げ” に英語で取り組む=

【研 修 期 間】 2021年8月6日（金）～31日（火）
※上記日程の他に事前・事後学修が必要です。

【使 用 言 語】 英語を主とする

【参 加 方 法】 オンライン(Zoom・その他)

【募 集 人 数】 最大30名程度

【募 集 対 象】 信州大学の学生（主に学部生）

応募多数の場合はグローバルコア人材養成コース（BASICコース）履修生を優先します。

【研 修 費 用】 無料

【参 加 条 件】
(1) 事前ガイダンス，最終プレゼン等などの研修活動にすべて参加できる者。
(2) 期日までに書類等の提出ができる者。その他，信州大学からの連絡などに対応できる者。
(3) 研修期間内の活動・学習に積極的に臨み，生じる状況に柔軟に対応できること。
(4) 期間中に学部・学科で実施される実習などが予定されておらず学業に支障がないこと。

【研 修 時 間】
オンライン海外研修活動時間（約40時間），自主学習時間（約60時間） ※詳細はプログラムスケジュールを参照

（プログラム全日程に参加・課題提出等をすることで，共通教育科目「国際教養A/B」の認定要件を満たします。）

【申 し 込 み】

(1) 申込期限：2021年7月20日(火) 厳守

(2) 申込方法： Googleフォームに必要事項を記入し，申し込みをしてください。
Googleフォーム https://forms.gle/dc2FhixHAeYuBtqk7

※eALPS グローバルコア人材養成コース（BASICコース）ページ、GECwebサイトにも情報を掲載しています。

【参加者の決定】
応募多数の場合はグローバルコア人材養成コース（BASICコース）履修生を優先します。
2021年7月23日（金）までにメールにて申込者全員に結果を連絡します。

【その他】
・本プログラムの前及び後で英語の語学試験を各自受験し，語学力の向上を確かめることを強く推奨します。
・新型コロナウィルス等の感染症や天災・災害など，不測の事態により本研修が中止になる場合があります。

≫ 信州大学生，UPM学生と混合チームを編成 （タンデム型学習）

≫ 英語を使いながら，コロナ禍後の日本とマレーシアにおける観光プランを立案

≫ 共通教育科目「国際教養A/B」の単位取得要件である“90時間以上の学修活動”を満たすプログラム

≫ グローバルコア人材養成コースの「グローバル実践BASIC【短期海外研修】」の代替として適用可

主催：信州大学グローバル化推進センター（グローバルコア人材養成コース担当）

電話: 0263-37-3569 メール global_core@shinshu-u.ac.jp 担当：白肌, 高橋

オンライン研修
💻💻

こちらからでも
申込めます

https://forms.gle/dc2FhixHAeYuBtqk7
https://forms.gle/dc2FhixHAeYuBtqk7


※ 2021年6月時点でのスケジュール。 スケジュールは予告なく変更される場合があります。

プログラムスケジュール

活 動 概 要
プログラム活動時間（必須） 調査・

自習学習
（目安）

UPM学生
との協働

講義
教員指導

事前学習

ガイダンス （課題，タンデム学習，スケジュール，ポートフォリオ，
国際教養申請等）：仙石教員

2

教員が指示する事前学習
（コロナ禍と観光プランに関する事前学習）

4

第1週

8/6 信大生・UPM学生のオリエンテーション，チームビルディング 1 1

8/7 講義（TBD） 3

8/6-8/7 自己学習（プロジェクトの目標達成に向けた調査・発表準備など） 4

第2週
8/9-8/14

グループごとのプロジェクト及び教員も加わっての進捗管理，タ
ンデム型語学学習

6 2

8/9-8/14 自己学習（プロジェクトの目標達成に向けた調査・発表準備など） 12

第3週

8/16-8/21
グループごとのプロジェクト及び教員も加わっての進捗管理，タ
ンデム型語学学習

6 2

中間プレゼンテーション 1 1

8/21 講義（TBD） 3

8/16-8/21 自己学習（プロジェクトの目標達成に向けた調査・発表準備など） 15

第4週

8/23-8/28
グループごとのプロジェクト及び教員も加わっての進捗管理，タ
ンデム型語学学習

6 2

8/28 最終プレゼンテーション 3

8/23-8/28 自己学習（プロジェクトの目標達成に向けた調査・発表準備など） 15

第5週
8/30-8/31 振り返りセッション 1

8/30-8/31 自己学習 4

事後学習
ポートフォリオ作成 3

最終レポート作成 3

合計時間(活動時間) 23 17 60

タンデム型学習によるUPMとの社会課題解決型共修プログラム
（SU-UPM Intercultural Co-Learning for Language Proficiency by Tandem Learning Program and for Resolution of Social Challenges）

タンデム型学習
与えられた課題を解決す
るために，言語文化背景
の異なる学習者が協力し
ながら学習を進める方法．

信大生

③実践的英語学習

UPM生

③実践的日本語学習

信大生、UPM生がペアまたはカルテットになって
プロジェクト推進 & タンデム型語学学習
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①言語・文化の異なる人とのプロジェクト協働
②日本とマレーシアの課題共有・解決策共創

（自習）語学学習 & ポートフォリオ作成

プロジェクト：
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観光プラン立案
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